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プロティビティについて
プロティビティは、企業のリーダーが自信をもって未来に立ち向かうために、高い専門性と客観性のある洞察力や、お客様ごとに的確なアプローチを提供し、ゆるぎない最善の連携を約束するグローバルコンサル
ティングファームです。25か国、90を超える拠点で、プロティビティとそのメンバーファームはクライアントに、ガバナンス、リスク、内部監査、経理財務、テクノロジー、デジタル、オペレーション、人材・組織、データ分析に 
おけるコンサルティングサービスとマネージドソリューションを提供しています。プロティビティは、米国フォーチュン誌の働きがいのある会社ベスト100に10年連続で選出され、Fortune 100の80％以上、Fortune 
500の約80％の企業にサービスを提供しています。また、成長著しい中小企業や、上場を目指している企業、政府機関等も支援しています。プロティビティは、Robert Half（NYSE：RHI）の100％子会社です。
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AIツールを活用した監査業務の自動化で監査人を支援

内部監査人向け 
Microsoft 365 Copilotトレーニング

プロティビティのトレーニングプログラムは、内部監査チームがMicrosoft Copilotの可能性を最大限に活用し、  
監査の効果、スピード、洞察に基づく意思決定を強化できるように設計されています。  
受講いただくことで、次のような内容を学習いただけます。

リスク指標

私たちのアプローチ

トレーニングの成果

トレーニングの費用

ビジネス成果

このトレーニングプログラムは、包括的で実践的なワークショップで構成されています。
• イントロダクションセッション ： 内部監査に関連するM365 Copilotの機能の概要
• 実践演習 ： データ分析、評価の自動化、監査報告におけるM365 Copilotの支援能力を示す実際のシナリオ
• ケーススタディ ： 内部監査プロセスでM365 Copilotを活用した検証結果の紹介
• インタラクティブなQ&Aおよびトラブルシューティング ： 監査特有のタスクでM365 Copilotを使う際の課題やベストプラクティスの共有

トレーニングを終了することで、内部監査の専門家は次のような成果を得ることができます。
• スキルと知識の向上 ： M365 Copilotの主要な機能を理解し、それらを監査プロセスに組み込むことで、汎用業務を自動化できるようになります。
• 実用的なナレッジの獲得 ： ワークショップで使用したIA特有のユースケースやプロンプトをまとめたリファレンスガイドを受け取れます。

詳細をご覧になりたい方は、  
最新のウェビナー（英語版）をご覧ください。

トレーニングワークショップ１回あたり

¥500,000～

01
AIツールの未活用：M365 Copilotの機能を十分に 
 活用しないことで生産性が下がり、自動化の機会を逃し
ます。

M365 Copilotは汎用業務を自動化し、監査人がより価値
の高い業務に集中できるようにすることで、生産性が向上し
ます。

一貫性のある高品質な文書化はエラーやレビュー時間を
削減し、監査文書の質を向上させます。

M365 Copilotを効果的かつ責任を持って使用するスキ
ルを各自が身につけ、自信を持ってAIを活用できるように
なります。

02
文書化の不統一：明確なガイダンスがない場合、M365 
Copilotが生成したレポートの標準化が不十分となり、 
エラーや誤解釈のリスクが生じます。

03
データ漏洩および法令違反：M365 Copilotの誤用に
よるデータ漏洩や法令違反が発生し、監査の整合性が 
損なわれる可能性があります。

https://www.protiviti.com/jp-jp
https://event.on24.com/wcc/r/4448727/F676EBE34F6DD1035235B34D12EA9D1C

